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Notes on the hostplants of Coltas erate poltographus 
Motschulsky (Lepidoptera: Pieridae) 


KAZUHIKO HACHIYA 


モン キチ ョ ウッ Colias erate poliograbhus Motschulsky の 食 草 に は , マメ 科 の 多数 の 植物 が 知ら れ て いる が , こ 
の 中 に は , 帰化 植物 や 移入 植物 , 栽培 種 な ど が 少な く な い . また , この 蝶 は 草原 性 の 蝶 で ある . 従っ て , 本 種 は 農耕 
の 開始 以前 に は , 現在 より ゎぁ 限 られ た 食 草 と 棲息 地 の も と で 少数 個体 が 発生 し て いた か , ある い は , 日 本 に 分 布 し て 
いな か っ た こと が 考え られ る . 日 本 に 分 布 し て いな か っ た と い う 5 考え 方 は , 本 種 の 分 布 , 亜 種 分 化 , 飛翔 力 , 現在 の 
食 草 の 中 に 在 来 植物 が ある こと や 他 の 草原 性 蝶 類 の こと な ど を 考慮 すれ ば ほぼ 否定 で きる . 従っ て , 本 種 は , 農耕 開 
始 以 前 に は , 海岸 ・ 河 岸 草原 や その 他 の 一 時 的 草地 な ど で 在 来 の マメ 科 植 物 を 食 草 と し て 棲息 し て いて , その 後 の 人 
類 の 営 力 に よる 環境 の 変化 に 応じ て 棲息 域 を 拡大 し , 食 草 の 構成 を 変え , 個体 数 を 増加 させ て 現在 に 至っ た も の と 孝 
えら れる . 北海 道 は 開拓 が 始ま っ て か ら わ ず か 100 余年 し か 経っ て いな い が , この よう 5 な 変化 は 北海 道 に お いて も 起 
こっ た と 思わ れる . 

本 種 は 目 発 休眠 を せ ず , 多 化 性 で あり , 比較 的 多 食性 で あっ て , 害虫 的 性 格 を も っ て いる . 実際 , 同属 種 の オォ オア 
メリ カモ ン キ チュッ C. eurytheme は , 北米 の 開発 と と も に 分 布 域 と 個体 数 を 増大 し , 一 部 で ムラ サキ ウマ ゴマ ヤシ 
の 大 害虫 と な っ て いる し , モン キチ ョ ウッ 自 体 , か つて 日 本 で は ダイ ズ の 著名 な 害虫 で も っ た . 
筆者 は , 開拓 が 開始 され る 以前 の 北海 道 に お ける 本 種 の 食 草 を 推定 する た め 土 意 の 各種 の マメ 科 植 物 で 飼育 を 行っ 
た の で , その 結果 と , 本 種 の 食 草 に つい て 得 ら れ た 若干 の 他 の 知見 を ここ に 報告 する . 
















































































方 法 


北海 道 に 土着 の 各種 の マメ 科 植 物 で 幼虫 を 飼育 し, 発育 状態 を 比較 し て 食 草 と し て の 適 簿 を 判定 する と と も に , E 
外 に お ける 棲息 状態 を 観察 し た . 

1. 供 試 植物 本 種 の 食 草 と し て 記録 の ある 植物 は , 多数 の 文献 を 検 し た 結果 , 30 種 を 数 を る こと が で きた . 日 本 
に は 126 種 の マメ 科 植 物 が 分 布 (以下 の 学名 な ども ゃ 含め て 北村 ・ 村 田 (1961) に よっ た ) し , この うち 北海 道 に 産 す 
る 土着 種 は 33 種 で ご も ある. (クサ ネム , メド ハギ , ミヤ コグ サ は 史 前 帰化 植物 と し て 除外 し , ダイ ズ も 除外 し た ). さ 
ら に この うち の , 高山 帯 な ど に 局 地 的 分 布 を する 13 種 を 除い た 12 属 20 種 の うち の , 以下 に 示す 8 属 12 種 の 植物 を 供 試 
GS: 

第 1 回 飼育 


1. Lathyrus maritimus (Linn.) Bigel. ハマ エン ドウ 





























2. Vicia cracca Linn. クサ フジ 
3. Vicia amoena Fisch. ツレ フジバカマ 
第 2 回 飼育 
4. "Thermopsis lupinoides (Linn.) Link セン ダイ ハギ 
5. Lespedeza bicolor Turcz. エゾ ヤマ ハギ (ヤマ ハギ ) 
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6. Maackia amurensis Rupr. et Maxim. イヌ エン ジュ 
7. Amphicarpaea edgeworthii Benth. — ヤブ マメ (ウス バ ベ ヤ ブ マ メ ) 
8. Vicia japonica A. Gray ハマ クサ フジ (ヒロ ハク サフ ジ ) 

第 3 回 飼育 
9. Lathyrus palustris Linn. エゾ ノレ ン リ ソウ 





10. Vicia unijuga A. Br. ナン テン ハギ 

11. Pueraria lobata (Willd.) Ohwi クズ 

12. Desmodium racemosum (Thunb.) DC. ヌス ビ ト ハギ (ヤブ ハギ ) 

これ ら の うち もち , 食 草 と し て 記録 の ある も の は セン ダイ ハギ , エゾ ヤマ ハギ , クサ フジ の 3 種 で ある . 1976 年 に , 上 
記 の よう に 3 回 に 分 け て 供 試 し , 比較 の た め 各 回 に シロ ツメ クサ Trifolium repens Linn. も あわ せ て 飼育 し た . 
な お , 1975 年 に は 予備 実験 と し て , 帰化 植物 を 含む 11 種 の 植物 で 飼育 を 行っ た . 

2. 飼育 方 法 札幌 近郊 で 母 蝶 を 採集 し し いわ ゆ ゅ る リシャール 式 採卵 法 に よっ て シロ ッ メ クサ に 産卵 させ , NEL 
同時 に 各 供 試 植物 と と も に 飼育 容器 に 移し た . 各 植 物 に つき 30 個 体 と し た . 毎日 食 草 の 状 態 , 病気 の 有無 な ど を 点検 
し , JEROMEL. 容器 は プラ スチ ッ ク ケ ー ス , また は シャ ー レ を 用 い , 若 齢 で は 各 容 器 当 り 10 頭 , 成長 に つ 
れ 容 器 を 増やし , 終 崎 で は 各 容 器 当 た り 2 頭 , また は 3 頭 と し , 中 化 時 より 個体 識別 し た . 4 齢 の 頭 募 の 脱皮 愛 と 必 
要 に 応じ て 4 幡 以 外 の 頭蓋 の 脱皮 殻 を 集め て 頭 幅 を 測定 し , WHE 2 HON SEES REUI. 飼育 は 室温 中 で 行っ 
Wt 

3. 野外 観察 成虫 の 発生 状況 , 産卵 行動 , マメ 科 植 物 の 生育 状況 , その 植物 上 の 卵 , 幼虫 な ど に つい て 適時 観 祭 
Life. 











































































































8] 8B 結 果 


羽化 個体 数 , 死亡 個体 数 と それ ぞ れ の 内 訳 け を Table 1 に , EB, 羽化 日 を Fig. 1l—3 Z, 遇 体重 を Fig. 4 
—6 に , 幼虫 の 頭 幅 を Fig. 779 に, それ ぞ れ 示し た . 


Table 1. 羽化 個体 数 , 死亡 個体 数 , お よび その 内 訳 























= JE BAG Z 3 性 š 死 Ts fit 

AREH MIR 羽化 個体 数 p TONES 1. po 

第 1 回 
シロ ツ メ クサ Jun 9,10 28 ( 93%) 19 9 2 ( 726) 0 1 0 0 ー — 1 
^oc moy ド ウ Jun. 9 22 (78209) 14 8 8 ( 2726) 3 1 1 1 1 0 — 1 
ク サ フ ジ Jun. 9,10 30 (100272) 15 15 0€ 022) 0 0 0 0 0 — — 0 
ツル フジ バカ マ Jun. 9,10 0( 0%) 一 一 30 (100%) 30 

第 2 回 
V "uy 275 Jul. 13,14 29 ( 972%) 16 13 1 ( 32%) 0 0 0 0 0 一 一 1 
セン ダ イハ ギ デ Jul. 13,14 30 (100272) 16 14 0€ 022) 0 0 0 0 0 一 一 0 
エゾ ヤマ ハハ X Jul. 13,14 17 (5722) 14 3 13 ( 4322) 0 1 3 1 1 4 一 3 
イヌ エ ンジ 。 Jul 16 0( 0%) — — 30 (100%) 1 0 3 0116 — 9 
* ププ マ ヌメ Jul 16 0( 0%) 一 一 30 (10022) 4 116 8 1— — — 
ハマ クサ フジ Jul. 13,14 0( 0%) — — 30 (100%) 30 

第 3 回 
ショ ロッ ツメ クサ Anm 2 28 (9322) 15 13 2 ( 72%) 0 2 0 0 0 — — 0 
エゾ ノレ ン リ ッ ツ ウツ Aug. 2 18 (6022 13 5 12 ( 402%) 1 3 0 1 2 1 0 
ナン テン ハギ Aug. 2 2( 7%) 1 1 28(93%) 28 0 0 0 0 — — 0 
ク X  Aug.2 0( 022) — 一 30 (100727) 30 

2 0( 0%) 一 一 30 (100%) 30 


ヌス ビビ e vM. Aug. 











I~M, SRO; P, 4. 
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KK クサ フジ と セン ダイ ハギ で は 死 
亡 個体 が な く , 発育 速度 も シロ ッ 
。 メ ク サ と 同 程度 で あっ た . クサ フ 
ジ で は , WFE, 幼虫 頭 幅 も シロ 
ツメ クサ と ほぼ 等 し か っ た が , セ 
ンダ イハ ギ で は , MERY e Y 
メ ク サ より . や や 重く , 幼虫 頭 幅 は 
送 に シロ ツメ クサ より や や 小さ い 
と いう 結果 が 出 た . ハマ エン ド 
V, エゾ ヤマ ハギ イヌ エ ンジ ュ , 
- エゾ ノレ ン リ ソウ で は , 死亡 個体 
10 15 20 235 30 35 40 が 多く , 過剰 な 齢 を 経過 する 個体 
# k か 5 o € W a & も あっ た . また , 発育 速度 は 著 し 
1 く 遅 く て 不 斉 一 , FAMER 
ず か 180mg 前 後 , 4 齢 幼虫 頭 幅 も 
| シロ ツメ ワサ シロ ッ メ クサ より 小さ く て 不 斉一 
EE EE 







シロ ツメ ワサ 


価 
ハマ エン ドウ 

















で あっ た . ツル フジ バカ マ , ハマ 

S クサ フジ , ZK, ヌス ビ ト ハギ で 

セン タイ ハギ は , 幼虫 は 1 齢 で すべ て 死亡 し 

E た . Wu VessUOH 18 T28 

"uH が 死亡 し , 残る 2 頭 は 発育 は 著 し 

く 悪 か っ た が 成虫 に まで 成長 し 

< à 8 Jn. ヤブ マメ で は 幼虫 の 発育 は 極 

0 SS LL C IL め て 悪く , "milii C3 XE 
10 : ILLA. 

イヌ エン ジュ N . 

5 3 本 種 の 幼虫 の 正常 な 齢 数 は 5 f 

oi NN SM で ある が , 今回 ハマ ェ エンド 

10 15 20 25 30 35 40 エゾ ヤマ ハギ , イヌ エン ジュ , 及び 

E 化 か ら の & m 5 数 上 エゾ ヅ ノ レン リ ッ ソウ の 4 種 で , 過剰 

な 齢 を 経過 する の が 観察 され た . 

ハマ エン ドウ では, 5 齢 と な っ た 

24 頭 の うち 1 頭 が 6 齢 と な り , c 

ゾ ヤ ャ マハ ギ で は , 58857551225 

頭 の うち 14 頭 が 6 齢 と な り , イヌ 

エン ジュ では, 5 齢 と な っ た 26 頭 

の うち 21 頭 が 6 齢 と な っ た (bs 

期 及 び 6 齢 期中 に 死亡 し た 個体 が 

数 頭 ず つ あ る の で , これ ら の 齢 が 

すべ て 終 齢 だ っ た と は 限ら な い ). 

ry7vz)yv-cu5f8r c3 

i E as i : 2 = する 個体 は な く , 6 齢 と な っ た 23 


# d か 5 の *X* i B 数 
è : 8RO 5 1298 21785 2 75 o TERE, 
Fig. 1—3. MLR, 及び 羽化 日 、 (1) 第 1 回 飼育 : (2) 第 2 回 飼育 : (9) 第 3 回 飼 : » 
B. 斜線 , WECEMEER, 羽化 ; 矢印 , 平均 値 . な お , 第 3 回 の シロ 0 zyaw 。 10 頭 が 6 Ba CHMI, 残る 1 頭 は 6 
お いて 成長 の 著しく 遅れ た 1 個体 は 平均 値 の 計算 か ら 除 いた . 齢 期中 に 死亡 し た , 飼育 に 際 し て 












シロ ツメ クサ 
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Fig. 4 一 6. 
回 飼育 . 
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シロ ツメ クサ 


-198.6 


ハマ エン ドウ 


o ^0 oo or o 


100 200 300 400 mg 


シロ ツメ クサ 
セン ダイ ハギ 


3 エゾ ヤマ ハギ 


の 4$ 0 o 


400 mg 


シロ ツメ クサ 
エ ヅ ソ レン リ ソ ウ 


l ナン テン ハギ 


100 200 


300 400 mg 


gå tk * 


MAE. (4) 第 1 回 飼育 : (5) 第 2 回 飼育 (6) 第 3 
ED, 実測 値 の 平均 値 . 








食 草 が 良好 な 状態 を 維持 する よ 2 う 注意 し て 
いた に も か か わら ず こ の よ 5 に 多数 の 個体 
が 過剰 な 齢 を 経過 し た の で , 食 草 自体 が 不 
適当 な 種 で あっ た こと が 原因 で ある と 思わ 
れる . た だ し , ハマ エン ドウ だ け は , d 
時 期 に は すでに 花 が 落ち 葉 が 硬く な っ て い 
て , 飼育 に は あま り 良 好 で な い 葉 $ 与 えた 
の で , より 良好 な 葉 を 与え を れ ば すべ て 5 k 
で 帆 化 し て いた か も しれ な い , 一 般 に , 植 
物 が 不適 当 な ほど 過剰 に 脱皮 する よう で あ 
る が , エゾ ノレ ン リ ッッ で は 6 頭 が , 5i 
に な っ て わずか 1 日 で 6 齢 と な る な どの 脱 
皮 間 隔 の 乱れ が 見 られ た し , ナン テン ハギ 
で は きわ め て 成長 が 遅い に も ぁ か か わら ず 正 
357r 5B CET AA EOD ES E bhn 
Te 

宮尾 (1955) は クサ フジ で 飼育 し た 本 種 
幼虫 の 頭 部 の 成長 に つい て 研究 し , Dayr 
の 成長 式 に よく 適合 する こと な ど を 報告 し 
て いる . シロ ツメ クサ で 飼育 し た 場合 の 各 
策 幼 虫 の 頭 幅 (Fig.10) は 変異 が が 小さく, 
各 齢 の 頭 幅 が 明瞭 に 分 離し て いる . また, 
Dayr の 成長 式 に 極め て よく 適合 し (Fig. 
1D, 1ogy-0.2195 x—0. 684 (y : JAIE, 
x: RAO と な っ た . クサ フジ , セン ダイ 
OX, ハマ エン ドッ の 場合 も , ほぼ 同様 の 
結果 が 出る と 思わ れる . し か し , エゾ ャ マ 
へ ハギ, イヌ エン ジュ , ヤブ マメ , エゾ ノレ 
ン リ ツウ , ナン テン ハギ で の 飼育 で は , 変 
美 が 大 きく , 齢 の 間 で 重複 する 部 分 が あ 
る . また , Dayr の 成長 式 に 必ず し ゃ 一 致 
せ ず (Fig. 1D, 各 脱 皮 ど と の 平均 成長 率 
も , シロ ツメ クサ で 1.66 倍 な の に 対し , 1. 
45 一 1.56 倍 と 小さ い . 

発育 日 数 と 峠 体重 と の 相関 を Fig.12 に 
示し た . 2 つの グル ー プ に 明瞭 に 分 か れ , 
ジロ ツメ クサ と 同じ グル シル シープ に は クサ フ 
ジ , セン ダイ ハギ が 入っ た . こと この グル ー プ 
より 日 数 が 長く , か つ 星 体重 の 小さ いも ゃ 5 
ー つ の グル ー プ に は ハマ エン ドウ , エゾ マヤ 









































マハ ギ , イヌ エン ジュ , エゾ ノレ ン リン 


ウ , ナン テン ハギ が 入っ た -. 
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s| シロ ツメ クサ 
個 
0 
wa AV エン ドウ 
0 
数 
5 
0 
0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 1.2 1.4 1.6 1.8 2.0 min 
5 シロ ソ メ ク サ | IN 
0 b L = 
。] ESINE. r 
0 [] 
fa 5 エゾ ヤマ ハギ f u . E i wv v 
; e E RM 
体 5 イメ エン ジュ I ED. N v 
ò aE a es 
数 5 ヤ プ マ メ | I E VN 
"d 0.2 0.4 0.6 0.8 Yi , 1.2 1.4 1.6 1.8 2.0 mE 
ph シロ ツメ カサ 
個 0 
。] エリ ノレ ン リ ソウ 
tk 0 
S 5 ナン テン ハギ 
°5 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 1.2 1.4 1.6 1.8 2.0 mm 
US S 
5 I I 1 N 
d 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 1.2 1.4 1.6 1.8 2.0 mm 
頭 幅 
Fig. 7 一 10. 幼虫 の 頭 幅 . (7) 第 1 回 飼育 : (8) 第 2 回 飼育 : (9) 第 3 回 飼育 : (00 予備 実験 (1975 年 , シロ ッ 
メ ク サ ). 
考 EE 
食 草 と し て の 適否 

















供 試し た 在 来 マ メ 科 植 物 12 種 を , 飼育 結果 に よっ て 次 の よ うに 三 つ の グル ー プ に 分 ける こと が で きる と 














A. 死亡 個体 が 少な く , シロ ッ ウメ クサ と 体 ぼ 同様 の 発育 を し , 食 草 と な り 得 る と 考え られ る ぁ の . 











B. 死亡 個体 が 多く , 一 部 の 個体 は 少な く と も 上 踊 まで は 成長 する が , Xu 



































思わ れる . 





ーー クサ フジ , セン ダイ ハギ 
体重 が 200mg 以 下 で , 好適 な 食 草 と は 
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Fig. ll. 幼虫 頭 幅 の 成長 . ギリシャ 数 字 , BER ; 縦 棒 , 測定 値 の 分 布 範囲 : 黒丸 , 平均 値 . 
1 齢 の 頭 幅 は 予備 実験 か ら 推定 . 














FivHE $0. ハマ エン ドウ , エゾ ヤマ ハギ , イヌ エン ジュ 。, エゾ ノレ ン リ ソウ ツウ, ナン テン ハギ 
C. 18m dici x CU -COEEC UCOXB SET CET, 食 草 と は な り 得 な いと 考え られ る $ も の . 

ーー ツル フジ ババ カマ, ヤブ マメ , ハマ クサ フジ , PX, ヌス ビ ト ハギ 
飼育 に より , クサ フジ と セン ダイ へ ハギ に 食 草 と し て シロ ッ メ クサ と 価 ぼ 同等 の 好適 性 が 示さ れ た . 野外 で は 。 クサ 
フジ は 平地 部 の 広 け た 場所 に 少な く な い . セン ダイ ハギ は 道東 , 道北 を 中 心 に 海岸 砂地 に 時 と し て 群生 し て いる . x 
だ た, 両 種 と ぁ 食 草 と し て の 記録 が あり , 実際 , 筆者 は 北大 構内 の クサ フジ より 卵 , 幼虫 を 発見 し , 産卵 中 の 成虫 も し 
ば し ば 見 か けた . 
本 種 は 中 齢 妨 虫 で 越冬 する . 北海 道 に お ける 越冬 の 観察 は , 長谷 川 順一 (1958), EAE (1958) ら が 行っ て 
いる . 彼ら に よる と , 幼虫 は 越冬 の た め に 食 草 か ら 降 り て 地 被 物 に 隠れ る と いう よ ょ 5 な 特別 な 行動 は せ ず , 食 草 上 の 
幼虫 の 多く は 低温 や 雪 の 圧力 で 死亡 し , 一 部 の 幼虫 が 食 草 と と も に 雪 の 下敷 き に な っ て 生き 残る らし い . 従っ て , K 


本 の マメ 科 植 物 を 食し て いる 幼虫 は 越冬 バ が か な り 困 難 
で ある と 思わ れる . また , 越冬 後 , 幹 を 登っ た と し て 
も , 札幌 付近 で は , 1 化 の 成虫 が 発生 し 始め る 5 月 下 
旬 に エゾ ヅ ヤ マハ ギ , ニセ アカシア な どの 木 本 の 新芽 は 
まだ 5cm ほど に し か な っ て いた ない. PAROI YY 
へ ハギ と 高木 の イヌ エン ジ 。 は, この よう に 越冬 世代 の 
生存 に 難点 が ある し , その 他 の 世代 が 頂 芽 付近 の 比較 
的 好適 な 葉 を 食し た と し て も る, 飼育 結果 か ら 考 えて , 
それ ら が 順調 に 成長 する 可能 性 は 小さ い . 従っ て , n 
の 2 種 は 野外 で は 食 草 と は な っ て いな いと 思わ れる . 
エ ヅ ヤマ ハギ に は 食 草 と し て の 記録 が ある が , これ は 
単に 産卵 観察 に よる も の で は な いか と 思わ れる . 

幼 *$ Hos ハマ エン ドッ は 海岸 砂地 信 に 少な く な い が , 花 が 咲き 
Fig. 12. MAEL ANER% OHE. 区 間 , 平均 結実 し て 葉 が 硬く な る 時 期 が 早く , 夏 以 後 は 食 章 と し 


値 二 2 x 標準 誤 塗 ; A ショ ッ メ ク ず す (第 2 回 ) ;B, て 適さ な い . 飼育 結果 は シロ ッ メ クサ より 23 
シロ ツメ クサ (第 3 回 ) C, セン ダイ ハギ iD, 7 適さ な い . 飼育 結末 は シロ 0250, RE 



































































































































+77; E, シロ ツメ クサ (第 1 回 ) : F, ハマ エン と し て の 記録 も な い の で , ハマ エン ドッ は 食 草 と な っ 
ドン ) エンヤ マハ ギ H, エゾ ノッ ン リッ タッ て いな いと 思わ れる . エゾ ノレ ン リ マッ は , 飼育 で は 


Ij イヌ エン ジュ D ナン テン ハギ , な お , 第 3 回 SS m ENSE 
の シロ ッ メ クサ に お いて 成長 の 著しく 遅れ た 1 個体 は 7 波 に 達する な ど 発育 が 著しく 悪く <, 野外 で 正常 に 発 


日 数 の 計算 か ら 除 いた . 育 す る こと は まず 考え られ な い . ナン テン ハギ で は , 
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葉 が 硬い こと も あっ て か , 幼虫 は 終 齢 と な っ て る も 花器 と 未 展 開 葉 し か 摂 食 し な か っ た が , 花器 や 未 展開 葉 は いつ も る 豊 
富 に ある わけ で は な いし , 豊富 に あっ た と し て も 餅 育 結果 か ら 考 えて , 正常 に 発育 する の は むず か し いと 思わ れる . 

C グ ルー プ に 分 類 し た ツル フジ バカ マ , ハマ クサ フジ , DX, ヌス ビ ト ハギ , ヤブ マメ の 5 種 の 植物 は , 野外 に 生 
えて いる 時 は どれ も 少な く な い が , 食 草 と な り 得 な い の は 確か で あろ 2. 





2. 現在 の 札幌 付近 の 食 草 


札幌 付近 で 現在 食 草 と し て 利用 され て いる と 考え られ る 植物 は , まず , シロ ツメ クサ と クサ フジ が 上 げ ら れる が 
他 に , アカ ツメ クサ , ニセ アカ シア , シロ バナ ノシ ナガ ソ ハ ギ , LIPY TYRANA., これ ら は 1975 年 
の 予備 実験 で シロ ッ メ クサ と ほぼ 同様 の 発育 を し , 野外 に お いて も シロ バナ ノシ ナガ ハギ を 除く 植物 で 卵 , 幼虫 を 
確認 し た . この 他 , ダイ ズ か ら ゃ る 数 卵 を 発見 し た . ダイ ズ と ムラ サキ ウマ ゴヤ ャ シ は 札幌 付近 に は 少な い の で , 好適 で 
は ある が 利用 きれ て いる 絶対 量 は 少な いよ う で ある . 

落合 (1954) は , 本 種 の 食 草 が , その 時 に 生え て いる 各 食 草 の 量 に よっ て ある 程度 季節 的 に 変遷 する こと を 報告 し 
て いる . 札幌 付近 で も 同様 に , 上 述 の 6, 7 種 の 植物 を , 各 植 物 を 利用 する 頻度 を 季節 的 に ある 程度 変え な が ら 食 草 
と し て 利用 し て いる と 思わ れる . その 中 で も シロ ッ ツメ クサ は , 春 か ら 秋 まで 葉 が 豊富 で , 生え て いる 面積 $ ぁ 広い の で , 
最も 利用 量 が 多い よ う 5 で ある . また , これ ら の 他 の , 一 時 期 の み 好 適 と な る 植物 も ある 程度 食 草 に な り うる と 思わ れ 
る , 


3. 産卵 性 に つい て 

ニセ アカ シア は 木 本 で ある か ら , 越冬 幼虫 は ほとん と ど 死 亡 す る と 考え られ る が , 他 の 世代 の 幼虫 や 卵 は 場所 に よっ 
て は ニャ アカ シア か ら と 比較 的 容易 に 発見 され る . 従っ て , は その 個体 が 育っ た の と 同じ 種 の 植物 に 産卵 する と は 限 
ら な いこ と が わか る . また , 産卵 中 の * を 追跡 する と 多く の 場合 , 同一 の 種 の 食 草 , ある い は 同一 の 株 に 連続 し て 産 
卵 し よう と する (落合 , 1954) が , 時 々 別 の 種 の 植物 に 続け て 産卵 する の も 観 符 され た . これ は , 直前 に 産卵 し た 植 
昧 と 同一 の 刺激 を も つ 植 物 に 産卵 を 誘起 され や すい た め と も 考え られ , 1 個体 は 1 種 の 植物 に し か 産卵 し な い 訳 で は 
な いよ う で ある . 産卵 部 位 は 植物 に よっ て 多少 異な る が , いずれ も 母 蝶 が 飛翔 中 に も っ と も ゃ 出会い や すい 部位 が 多 
く , 産卵 様式 に 違い が ある よ うに は 思わ れ な い . 

この よ うに 本 種 の 産卵 選択 性 は 厳密 な も の で は な く , また , マメ 科 植 物 は 相互 に 比較 的 近 緑 な た め , 不適 当 な 植物 
と 産卵 する と と る ぁ 稀 で は な いと 思わ れる . 1 例 と し て , 筆者 は 野外 の エゾ ノレ ン リ ソウ より 本 種 の 卵 1 個 を 発見 し た . 
また , 食 草 の 記録 の ある エゾ ヅ ヤ マハ ギ は , 今回 の 飼育 で は 幼虫 は 正常 に 成長 し な か っ た . 同じ く 食 草 の 記録 の ある エ 
ンド ッ は , 1975 年 の 予備 実験 で 供 試 し た が , 幼虫 の 発育 は 非常 に 悪く , マブ マメ 区 近い 結果 で あっ た . 従っ て , EI 
の 観察 の み で 正常 な 食 草 で ある か 相 か を 判断 する の は 危険 で ある と 思わ れる . 河野 ・ 沢 本 (1938, 1939) は ,. 北大 農 
場 と 付属 植物 園 の 観察 を も と に , チ シ マ ゲ ン ゲ , リ シ リ オウ ギ , タイ ツリ オッ ギ 等 を 報告 し て いる . し か し , これ ら 
の 植物 上 で 成虫 まで 成長 する と と は 観察 し て お ら ず , これ ら が 分 布 し て いる 高山 帯 に お いて 実際 に 食 草 と な っ て いる 
か どう か は 疑問 で あぁ ある. 本 種 に は 少な く と も 30 種 が 食 草 と し て 記録 きれ て いる が , この 中 に は 実際 正常 な 食 草 と な っ 
て いな いも の も 少な く な いと 思わ れる . 本 種 の 食 草 は , ほとん どす べ て の マメ 科 植 物 に 及ぶ GENS 1948) と まで 思 
われ た こと が あっ た が , マメ 科 植 物 の 一 部 の も の に 限ら れ て いる こと は まず 間違い な いも の と 考え られ る . 


4. 北海 道 の 開拓 以前 の 食 草 

北海 道 が 開 振 され 始め た 100 余年 以前 の 本 種 の 食 草 と し て , 供 試 し た 8 属 12 種 の 植物 の うち で は クサ フジ と セン ダ 
イハ ギ に その 可能 性 が ある こと が わか っ た . クサ フジ は 普通 種 で , 開拓 以前 に も 比較 的 多く 生え て いた こと $ 老 えら 
れる の で , 開拓 以前 の 主 な 食 草 で あっ た 可能 性 が ある . セン ダイ ハギ は , 主 に 道東 , 道北 の 海浜 で 利用 され て いた こ 
と が 考え られ る . 他 に , ハマ エン ドッ を も 春の 一 時 期 た に 利用 され て いた か も し れ な い . 土着 マメ 笠 植物 の うち 供 試し な 
か っ た 他 の 8 種 (セハ ヘ ズ ソウ , イタ チ サ サ ゲ , ヨ ツ バハ ギ , ツガ ルフ ジ , オオ バク サフ ジ , シャ ジ ク ソ ウツ , モメ ン ゾ 
J^, ホ ド イモ ) に は どれ ふ 食 草 と し て の 記録 が な く , また , 現在 生 を て いる 量 は どれ も あま り 多 く な い . 今回 の 飼育 
か ら 推 し て , 成虫 まで 十分 飼育 可能 な もの は 一 部 の 種 で あろ うか ら , この 中 で か つて 食 草 と な っ て いた の は 多く と も 
2, 3 種 で は な いか と 思わ れる . 他 に 土着 種 と し て は , 高山 帯 等 に 局 地 的 分 布 を する 13 種 が ある が , この 中 に は 現在 
確実 に 食 草 と し て 利用 され て いる も の は な く , あっ た と し て も あま り 重 要 で は な いで あろ 5. 
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摘 要 


モン キチ ョ ウッ Colias erate boliograpbhus Motschulsky は , マメ 科 植 物 を 食 草 と し , わが 国 に 広く 分 布 す る 蝶 
で ある . 本 種 は 草原 に 棲息 し , 食 草 と し て いる マメ 科 西 物 に は 帰化 植物 が 多い が , 農耕 開始 以前 に は , わずか の 草地 
で 土着 の マメ 科 植 物 を 食 草 と し て 本 人 息 し て いた も の と 思わ れる . 本 研究 で は , 北海 道 に お ける 土着 の 各種 マメ 科 植 物 
を 用 いて 本 種 幼虫 を 飼育 し , 飼育 結果 を 検討 し た . また , これ に 野外 観察 の 若干 の 資料 を 加え て , 本 種 の 現在 , 過去 
の 食 草 に つい て 考察 し た . 倉 育 に 供し た 8 属 12 種 の 土間 マメ 科 植 物 の うち , 幼虫 が 良好 に 発育 し た も の は クサ フジ 
セン ダイ ハギ の 2 種 の み で , 残り は 発育 の 劣っ た も の が ハ ヘマ エン ドウ , エゾ ヤマ ハギ な どの 5 種 , 発育 の 完了 で き な 
か っ た も の が ツル フジ バカ マ , ヤブ マメ な どの 5 種 で あっ た . 良好 に 発育 し た 植物 で は , 発育 の 劣る 植物 で の 場合 と 
較べ て 発育 日 数 が 短く , か つ 幅 体重 が 大 きく , 幼虫 の 頭 幅 で も 違い が 見 られ た . 発育 が 劣る 植物 の 場合 に は , 過剰 な 
齢 を 経過 する 個体 が 少な た く な か っ た . 幼虫 頭 部 の 成長 式 は , シロ ツ ッ メ クサ の 場合 , log y—0.21905x—0.684 と な っ 
た . 供 試 し た 植物 の うち , 幼虫 が 良好 に 発 彰 し た 2 種 以外 の 植物 は , 野外 で は 正常 な 食 草 と は な っ て いな いと 考え ら 
れ た . 札幌 付近 に お ける 現在 の 食 草 は , シロ ッ ツメ クサ , アカ ツメ クサ , クサ フジ , ニセ アカ シア な ど 6, 7 種 が 考え 
られ た , 開拓 以前 の 食 草 と し て は , クサ フジ , セン ダイ ハギ な ど が 考え られ だ た だ. また , 本 種 は 好適 な 食 草 に の み 産 卵 
する と は 限ら な いこ と , 食 草 構成 が ある 程度 季節 的 に 変遷 し て いる こと , 食 草 と な り 得 る の は マメ 科 西 物 の うち の 一 
部 の ゎ ゃ の で ある こと な ど が 考察 され た . 









































































































































末 筆 で ある が , 本 研究 に 対し 適切 な 御 指導 と 重要 な 示唆 を 賜 わ っ た 北海 道 大 学 農学 部 昆虫 学 教室 の 中 島 敏夫 教授 , 
高木 貞夫 助教 授 , な ら び に 同 教 室 員 の 費 様 に 対し て 深く 謝意 を 表す る . 
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Summary 


The Oriental Clouded Yellow Colias erate poliographus Motschulsky (Pieridae) is widely 
distributed in the East Asia and is one of the most abundant butterflies in Japan. The adults 
apparently prefer open areas. The larvae eat some species of leguminous plants that include 
introduced plants. They are quite commonly found on clovers, which are introduced plants. It 
Seems that, before man commenced cultivation, this butterfly inhabited much more restricted 
open areas than at the present time and fed on native legumes. So, this insect must have extended 
its habitation and food range in consequence of man's activity. This study was made on purpose 
to know its original host plants, and the larvae were reared on various native legumes as well as 
on white clover in laboratory. Field observations were also made to support the laboratory study. 

Among native legumes twelve species belonging to eight genera were used in rearing. Two of 
them, bean thermopsis T'hermopsis lupinoides and bird's tare Vicia cracca, proved to be suitable 
for food plants and in no way inferior to white clover. On other five species, the results were far 
from satisfactory; on the further five species, all larvae died in the first instar or in middle 
instars. The mean durations of larval and pupal periods were shorter and the mean pupal weight 
was greater on the suitable plants than on the unsuitable plants, and the width of head capsule 
was also found to differ between the larvae on these plant groups. Not a few larvae on the 
unsuitable plants had six or seven instars, whereas the normal instar number is five. The growth 
of larval head capsule was discussed. 

In the field the females did not necessarily oviposite on suitable plants alone. However, the 
laboratory study shows that the host plants of this butterfly are restricted to a few species of the 
leguminous plants. Vicia cracca and Thermopsis lupinoides would have been its main host plants 
under the pre-exploitation condition in Hokkaido. 
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